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JavaOneのプレス向けに開催された組み

込み機器に関するセッションで、サン・マイ

クロシステムズのJava言語開発の中心人物

であるジェームズ・ゴスリング氏は「将来コ

ンピュータネットワークにさまざまな機器が

つながると想定したとき、それらの機器はど

のようなハードウェアであるかを考えると、

数えきれない種類のCPUを使っていること

に気がついた。こうした機器をネットワーク

に接続し、その上でのプログラムを開発する

ためにはJavaのようなプログラム言語が必

要だ」と述べた。また、「ネットワークにつ

ながる機器は双方向で通信でき、単一のプ

ログラミングインターフェイスですべての計

算資源を操作できなければならない」とも述

べている。

考えてみればサン・マイクロシステムズ社

のテクノロジーの中枢にいるエンジニアたち

が開発の中心的役割を果たしてきたUNIXと

いうオペレーティングシステムのアーキテク

チャーは、「I/Oの同格化（ユニファイド

I/O）」、「ソースコードレベルでのポータビリ

ティー」、そして「ネットワーク上のマシン

とローカルマシンの同格化」などを理想とし

て目指してきた。いまでもサン・マイクロシ

ステムズ社のエンジニアはこの理想を忘れず

に追い求め、さらに進化させてJava言語の

向こうにすべての計算資源が見えるという

「ユニファイド・ネットワークデバイス」とも

いえる考え方をしている。

Javaを活かすも殺すも

RMI次第か？
「マイクロソフト社のJavaバーチャルマシ

Javaはネットワーク上の

デバイスを同格化する
改めて言うまでもなく、Java言語はオペ

レーティングシステムやCPUのアーキテクチ

ャーに依存しないでプログラムを開発できる

特性がある。

この側面が強調されすぎて、マイクロソフ

ト社のウィンドウズにこだわることなくプラ

ットフォームを自由に選択できるようになる

ことから「ウィンドウズ潰し」の技術とも解

釈されてきた。

確かに、ソフトウェア開発者はプログラム

を異なったプラットフォーム用に移植しなけ

ればならないという作業から解放され、シス

テム導入者はアプリケーションを動かさなけ

ればならないがために、特定機種に縛られる

という状況から解放される。

1
JavaOneレポート

Javaはネットワークのバーチャル空間を
実現するテクノロジー
サン・マイクロシステムズが開発したJava言語は反マイクロソフト陣営の求心力とし

て捉えられることが多い。実際、その動向によって業界勢力図は大きく変わってきた。

しかし、Java言語をテクノロジーの視点から冷静に見てみると、インターネットの将来

を左右すべき重要な技術と同社の理想が数多く盛り込まれていることに改めて気がつ

く。3月24日から27日まで、米国サンフランシスコで開催されたJava言語の開

発者向けカンファレンスである「JavaOne」を通じて見えてきたJava言語の目指す

理想郷に迫る。 本誌編集長：中島由弘

JavaOneで総合司会を務めたサン・マイクロシステムズ

社のジョン・ゲイジ氏
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ンは本来Javaバーチャルマシンが満たすべ

き機能の一部をサポートしていないので、ラ

イセンス違反である」とサン・マイクロシス

テムズ社はマイクロソフト社にJavaのロゴ

マークの使用停止を訴えていたが、

JavaOneの初日にそのロゴマークの使用停

止処分が下された。

マイクロソフト社がJavaバーチャルマシ

ンでサポートしなかったのは主にRM I

（Remote Method Invocation）といわれる

機能である。RMIはJava言語からネットワ

ーク上の他のマシンと通信するためのソフト

ウェアインターフェイスで、Java言語がネ

ットワークを使ったプログラミングの環境と

して成り立つためには欠くことのできない機

能である。これに対してマイクロソフトは他

の通信方式を開発したため、受け入れるこ

とのできないプログラミングインターフェイ

スだった。

サン・マイクロシステムズ社がこだわった

のは、単なるJavaバーチャルマシンの互換

性の問題だけではなく、RMIがサポートされ

ているか否かはJava言語がネットワーク上

で今後いかに利用されるか、つまりネットワ

ーク上のコンピュータ同士が通信可能になる

かどうかという根幹を揺るがす問題であった

のだろう。

Javaリングは壮大な

Javaワールドの象徴
JavaOneの入場者には「Javaリング」

（写真）という指輪が配られた。この指輪に

は8ビットのマイクロプロセッサーが組み込

まれており、専用のコネクターに接触させる

ことで、内部のデータの読み書きはもちろん、

内部で演算もできるようになっている。

この指輪には所有者の氏名、住所、メー

ルアドレス、好みのコーヒーの種類が記録さ

れていて、コーヒースタンドではこの指輪か

ら好みのコーヒーの種類を読み出して自動的

にコーヒーが抽出されるというデモンストレ

ーションが行われた。また、用途としてはマ

シンにログインする際の認証などにも利用で

きるというものである。

さらにそれよりも興味深いのは、この指輪

の所有者が指輪を専用のコネクターに接触

させるとフラクタル画像の1ドットが計算さ

れ、たくさんの入場者が数多く指輪を接触

させると、会期中に巨大なフラクタル画像が

完成するという実験だ。

1つ1つは非力なマイクロプロセッサーで

も、たくさんあれば処理を分散させることで、

大きなコンピュータに匹敵することができる。

さらにいえば、これはネットワークにつなが

ったプロセッサーなどの計算資源は1つに見

える「Java Spaces」というコンセプトのデ

モンストレーションである。

サン・マイクロシステムズ社が目指してい

るのは、実はこうした壮大なネットワーク上

の仮想的なコンピュータ環境ということなの

だ。「The Network is The Computer」つ

まり「ネットワークこそがコンピュータであ

る」というコンセプトが具現化した形なので

ある。

すべてをつなぐことの難しさ
組み込み機器の市場はコンピュータやワー

クステーションよりもはるかに巨大な市場で

あるということはかねてより指摘されてきた

ことだが、UNIXワークステーションやサー

バーを得意分野とするサン・マイクロシステ

ムズ社がなぜここまでJavaというプログラム

言語や組み込みのバーチャルマシンにこだわ

るのかということが腑に落ちなかった。だが、

こうして1つ1つを考えていくと、実にわか

りやすいサン・マイクロシステムズ社のスト

ラテジーが見えてくる。

本誌でもインターネットには将来的にパソ

コンやワークステーション以外の機器もつな

がるようになるということは何度か書いてき

た。しかし、技術面から検討するとなかなか

難しいということにも気がつく。そこにJava

というソフトウェア的な皮（インターフェイ

ス）を被せることで開発を容易にしようとい

う考え方だ。

ちょうどプリンターにポストスクリプトと

いうソフトウェアインターフェイスを被せる

ことで、出力デバイスを抽象化し、その印刷

能力を問わずに最適な出力が得られるように

なったように、Javaという言語でネットワ

ークにつながるデバイスを同じように扱うこ

とができるというのはなかなかすばらしい世

界だ。こうした理想が理解されず、対マイ

クロソフト勢力の求心力という政治的なキー

ワードに扱われてしまうのは、あまりにもも

ったいない。

ネットワークをベースとしたコンピュータ

環境の理想、これはエンジニアの夢を追求し

続けるサン・マイクロシステムズ社にしか担

えない役割かもしれない。そしていまやエン

ジニアの夢が実現するかどうかは業界全体の

利害をも巻き込んで多大な影響力を持って

いる。ネットワークによって何かすごいこと

が起こることを期待する私たちにとってみれ

ば、業界政治にまみれずに成功してもらいた

い技術の1つといえるだろう。

インターネット・ニュースの見方 

JavaOneで配られたJava

リング。専用の装置でデー

タの読み書きができる

「Javaはさまざまな装置をネットワークにつなげるための

技術」と述べるジェームズ・ゴスリング氏
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ビジネスに直結したイベント
このイベントのコンセプトはITプロフェッ

ショナルに対するビジネスチャンスの提供だ。

このため、会場のいたるところに商談ブース

が設置されていた。ただ、業界動向や新製

品の導入の検討の場であるために、一般来

場者には物足りなかったかもしれない。

総出展社数が411社と多かったにもかか

わらず、天候が思わしくなかったという影響

もあり、来場者数は4日間で合計約81,000

人と少々さみしかった。この数字が、今回

のCOMDEXの内容を表しているだろう。

とはいっても、新製品や新技術が1500以

上も出展されていた。その中で特に注目を

集めていたものを紹介しよう。

NTTパーソナルの多彩な

PHSサービス
今回もっとも人を集めた展示ブースは、な

んといってもマイクロソフトだろう。

COMDEX期間中、TCO削減をうたったサ

ーバー集中管理の「ウィンドウズターミナル

サーバー」とウィンドウズCE OSを搭載し

た「ウィンドウズベースドターミナル」

（BEST of COMDEX エンタープライズシス

テム ハード部門グランプリ受賞）のスーパ

ーThinクライアントを発表し、ハードディス

クを持たずに外部記憶装置を要しない開発

中のウィンドウズベースドターミナルが数十

台展示され、試用できるようになっていた。

このほか、マイクロソフトでは、パートナー

パビリオンとして90社を超えるパートナー企

業がウィンドウズNTワークステーションやウ

ィンドウズCE、バックオフィスなどビジネス

に欠かせないおなじみの製品のデモンストレ

ーションを展開していた。

また、その横のブースでは昨今ビジネスの

方向性で話題になったNTTパーソナルが、プ

ロバイダーとの契約をしなくても電子メール

が送信できるPHS、「SUPER PALDIO

551S」（BEST of COMDEX インターネッ

ト・イントラネット部門グランプリ受賞）を

メインに、いかにPHSをビジネスに使うかと

いった提案を多数行っていた。このPALDIO

551SはNTTパーソナル独自のきゃらメール

サービスとは異なる通常の電子メールに対応

した製品で、一度に最大3Kバイト（約

1500文字程度）のメッセージを7円で送信

できる。これまで発売されている電子メール

対応PDA機能付きPHSに比べると格段に

小型で、文字入力は付属のペンで行うよう

になっている。また、ドラえホンを使った

「いまどこサービス」のFAX出力レポートや、

東京ゼロックスを例に実用化試験中の「位

置情報サービス」をデモ、指定時間おきに

拠点サーバーに接続して位置情報サービス対

応PHSを持った社員がどこにいるかを画面

に表示させていた。その社員の個人情報や

移動距離がわかるようになっていたのは興味

深かった。いまどこサービスは個人向け、位

置情報サービスはシステム販売ということで

企業向けの製品になっている。

NTTパーソナルでは、ほかにも松下電器

産業・松下通信工業製のPHSデータ通信制

御装置やモデムカード/モデムユニットを利用

した社内のPHS無線LAN構築システムを提

案し、小規模オフィスだけでなく学校やテー

マパーク、工場などや支社間のWANにも利

用できるとしている。

世界最大のITトレードショー

COMDEXJapan '98開催
最新のIT（Information Technology）が集結するイベント「COMDEX Japan '98」

が、4月6日から9日まで4日間にわたって日本コンベンションセンター（千葉・幕張メッ

セ）で開催された。昨年初めて日本で開催されて好評を博した同イベントは、世界最大規

模のITトレードショーで、ベンダーやチャネル、企業のITプロフェッショナル向けに、IT産

業の最新コンピュータ関連製品やサービス、これにかかわる流通媒体のためのイベントだ。

本年は世界15か国、23拠点で開催が予定されており、多くのビジネスチャンスが埋まっ

ているイベントだといえるだろう。 編集部

最新ITが集結したCOMDEX Japan '98会場

Event
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モバイルコンピューティングに

話題集中
このところのイベントで毎回盛況なのは、

やはり小型コンピュータやPDAを展示する

ブースだ。今回は、先日発売になったウィ

ンドウズCE 2.0搭載ハンドヘルドPCのNEC

「 Mobile Gear Ⅱ 」 や日立製作所の

「PERSONA」の試用ブースでこれを試すの

に人だかりができており、またフィリップス

では新しいチップセット（TwoChipPIC）を

搭載したフィリップスブランドの携帯端末

「Velo500」を参考出展していた。そのほか、

東芝のミニノートPC「Libretto 100」やそ

の対抗機ともいうべきNECの「mobio NX」、

三菱電機の「Pedion」「AMiTY」といった

ところが注目を集めていた。企業戦士には、

今やモバイルは常識になっているのか。

また、シャープではビジネス向けのザウル

スを展示していた。4.3型透過型TFTカラー

液晶モデルと反射型モデルを用意し、その

違いを説明するとともに、一般に販売され

ている製品との相違点を紹介。なかでも目

立った違いは、イーサネットポートを持ち、

簡単にザウルスをLAN接続できる「IRクレ

ードル」で、これはIrDA 1.1（4Mbps）に

対応した高速光通信にも対応し、会社のパ

ソコンとの連動処理もスムーズにできる。ザ

ウルスをこれにセットすると自動的にデータ

通信を開始し、充電器にもなる。

無線LANへの期待
一方、モバイルなどの“外”に目を向け

るのではなく、オフィス内の環境を考えた場

合、LANを構築してイントラネットやインタ

ーネットの環境を整備している企業が急増し

ている。この場合、フロアを渡った基幹やフ

ロア内にイーサネットケーブルを何本も配線

すると、端末が増えるに従って管理者が頭

を悩ませる結果となっている。そこで、無線

LANが脚光を浴びていて、今回も数社が製

品を展示している。無線LANはすでに数年

前からNTT-ITなどで赤外線による無線端末

が販売されてはいたが、ちょっとした障害物

があるとデータ転送に支障をきたしていた。

このため、市場ではなかなか大きな動きが見

られなかった。しかし、今回のイベントには、

小型化されてノートパソコンにも対応した無

線LANアダプター製品が少数ではあるが出

展されていた。まず、日本ビクターでは

「VIPSLAN-E」を展示（NTTデータ通信の

「ASTROWINK-M」と同等）。壁取り付け

タイプのアクセスポイントと、PCMCIAカー

ドに取り付けられた光トランシーバーの間で

のデータのやりとりがなされる。アクセスポ

イントは1つにつき5～7mの通信距離をカ

バーし、このアクセスポイント間はイーサネ

ットケーブルでハブに接続すると、端末を複

数接続できるようになる。1つのアクセスポ

イントで20台程度をサポートする。また、コ

ンピュータ・テクニカでは、クライアント側

のPCMCIAカードと無線アンテナを一体化

したさらに小型の製品が展示されていた。ア

クセスポイントが20万円程度、PCカードが

8万円程度なので、すぐに普及するものでは

ないが、無線LAN製品が今年注目の製品で

あることは間違いないだろう。

フィリップスの「Velo500」 ザウルスを簡単にLAN接続できる「IRクレードルCE-

IR15」

リコーのマルチファンクションBOX「InterJet」（本体価

格498,000円）

インターネット関連製品の動向
イントラネット/インターネットサーバー製

品も数多く見られたが、一際外観に驚かさ

れたのが、リコーの「InterJet」だ。これは、

簡単・小型・低価格が売りで、ネットワー

ク上の複数のパソコン（100台程度）をプ

ラグアンドプレイ感覚で簡単に接続できるほ

か、メールサーバーソフトを別途インストー

ルしなくても、ネットワーク上のパソコンで

電子メールを使用できる。さらに、ウェブサ

ーバー機能なども合わせ持つ多機能サーバー

になっている。

また、NECや日本ビクターなどでは、CTI

関連でオフィスの電話システム（ボイスメー

ル）と電子メールが連動したものが出展され

た。この辺も今後注目されるところだろう。

今年のCOMDEXは派手な印象や取りた

てて「新しい」感じはないが、出展された製

品は確かにビジネスには有効であり、経費削

減、社内インフラの整備、顧客獲得の手段

などには欠かせないものばかりだ。その点で

は、冒頭に挙げたCOMDEXのコンセプトが

生きた展示会ではあった。

PHSデータ通信制御装置「JT-PCU2」
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Kiva社、ACTRA社の買収は

功を奏するか
クライアント製品の開発をNPLにゆだ

ね、身軽になったネットスケープ社が掲げ

る戦略は「エンタープライズ」だ。そして、

その成功の鍵を握るのは、昨年から今年に

かけて買収したKiva社とACTRA社のテク

ノロジーであることは間違いない。

2月3日にはKiva社の技術を取り入れた

「ネットスケープアプリケーションサーバー

2.0」を発表し、自社ラインアップとして、

イントラネットとエクストラネットに基幹業

務アプリケーションを配信するソリューシ

ョンを加えた。

ソースコード公開と同じ3月31日には、

ACTRA社の買収によって得た「Commerce

Xpert」の中核製品「ネットスケープECX

pert 1.1」を発表。電子商取引アプリケー

ションの分野にも積極的に乗り出す構えだ。

エンタープライズを戦略として掲げる同社

の最大の問題は、米国における企業イメージ

と日本でのそれとの違いではないだろうか。

米国では確かにスイートスポットを中心とす

るサーバー製品が成功を収めている。しかし、

日本ではいまだに「クライアントのネットス

ケープ」というイメージを拭い去れない。サー

バー製品に関して、マイクロソフト、ロータス、

オラクル、ノベルといった実績のある競合他

社とどのように対抗していくのか。最大の

ヒット商品であるナビゲーターをコミュニテ

ィーの手に渡したネットスケープの将来は、

決して楽観視できるものではないはずだ。
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NPLに基づく

ソースコードの公開
公開されたのは、ナビゲーター、コンポ

ーザー、オートアドミンの各ソースコード。

メッセンジャーとコラボラの新バージョンは

スケジュール的に今回の公開に間に合わな

かったが、近日中に発表を予定していると

のこと。また、Java関連およびカレンダー

のモジュールはサードパーティー製であるこ

とを理由に、SSLなどの暗号モジュールは

米国の法律規制を理由に、それぞれ今後も

公開する予定はないとしている。

ソースコードの入手先は、2月23日に開

設された「mozilla.org」のウェブサイトと

なっており、4月10日現在、マッキントッ

シュ、ウィンドウズ、UNIXの3つのプラッ

トフォームに対応のダウンロードファイルが

用意されている。

公開にあたってのライセンスは、ネット

スケープ社が発表した「NPL」（Netscape

Pubic License）に基づくことになる。

NPLによると、公開されたソースコードを

変更、拡張した製品、あるいは別の製品に

ソースコードを組み込んだものを自由に配

布、販売できることになる。ただし、この

ようにしてできあがった製品のすべてのソー

スコードもNPLの対象となり公開が義務付

けられている。

クライアントの開発は

在野のプログラマーの手に
4月1日に行われた日本法人の記者説明

会ではソースコード公開にいたる経緯が次

のように発表された。

「ネットスケープ社のエンジニアの数には

限りがあり、利用者の要望をすべて反映さ

せたクライアント製品を提供することが難

しくなった。一方、世界中には優秀なプロ

グラマーが多く存在する。コミュニケータ

ーの開発を彼らの手にゆだね、インターネ

ットを通じたコミュニティー活

動の中で製品を進化させていく

ことこそ最良の手段と判断し

た」

クライアント開発部門の縮

小を考えているのかという質問

には「人員を減らした事実は

ない」と答えてはいたものの、

今後クライアントよりも企業関

連のソリューション開発に多く

の力が注がれることは容易に予

想がつく。

エンタープライズにシフトするネットスケープの戦略

コミュニケーター5.0のソースコード公開
3月31日、ネットスケープ社はかねてからのアナウンスどおり「コミュニケーター

5.0」のソースコードを公開し、今後は同製品の開発を在野の優秀なプログラマーの

手にゆだねる意思を発表した。同時に、エンタープライズ関連の新製品を立て続け

に発表した。今後、Kiva社とACTRA社の買収により強化された企業向けソリュ

ーションが同社の戦略の中心となることは間違いない。 編集部

Strategy

ソースコードのバージョン管理やNPLに関する情報提

供を行うmozilla.org
j http://www.mozilla.org/

ソースコードの形で公開されたコミュニケーター5.0。ローカルフ

ァイルやインターネットのリソースを同じように扱える「Aurora」

の技術が含まれている
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マイクロソフトから、ZAKとNetPCに

続いて「Hydra」の開発コードネームで知

られるTCOの削減を目的としたウィンドウ

ズターミナルサーバー（以下WTS）がこの

夏発売予定であると発表された。

WTSはマルチユーザー環境を提供するウ

ィンドウズNTサーバーをベースとした専用

のサーバーソフトで、クライアントには各ハ

ードウェアメーカーから発売が予定されて

いる専用端末「ウィンドウズベースドター

ミナル」、または専用のターミナルエミュレ

ーターが使われる。開発が進められている

専用端末は、現在11社が発売の意向を表

明している。また専用エミュレーターは

WTSのパッケージに含まれるウィンドウズ

対応版と、サードパーティーから発売され

るマッキントッシュとUNIX対応版が予定

されている。

ウィンドウズターミナル環境ではアプリ

ケーションはすべてWTS上で稼動し、専用

端末やエミュレーターはWTS上から送られ

てくるウィンドウズ画面を表示するのみと

なっている。これによって必要な環境はす

べてサーバー側で管理でき、システム管理

者は一切のクライアント管理から解放され

るという。

NetPC＋ZAKとの違いは、NetPCが比

較的高負荷なビジネスアプリケーションや

多目的用途に適しているのに対し、ウィン

ドウズターミナルは比較的低負荷な特定業

務に適しているとしており、ターゲット市

場の違いを打ち出している。

しかし、サーバーソフトや専用端末とい

った製品が発表される中、WTS上で動く

マルチユーザー対応のアプリケーションにつ

いては今のところ未定だ。マイクロソフトは

WTS向け特殊アプリケーションの開発は必

要ないとしているが、現状のアプリケーショ

ンはマルチユーザー環境を考慮していない。

今後の焦点は、マイクロソフトオフィスをは

じめとするクライアントアプリケーションの

マルチユーザー環境への対応である。

いよいよ発売秒読み段階に入った

「ウィンドウズターミナル」

マイクロソフトのTCO削減戦略の1つであるウィンドウズターミナルがCOMDEX

Japan '98で発表された。この夏発売予定というこの新たな戦略製品の全貌をお

伝えしよう。 編集部

COMDEX Japan '98で展示されたウィンドウズベースド

ターミナル

現在のウェブ広告は、広告期間や表示

回数で契約する方式が一般的になっている

が、これだとユーザーが実際にバナーをク

リックして広告主のサイトにアクセスした

かどうかは確認できない。バリュークリッ

クジャパンでは実際にユーザーがアクセスし

た分だけをカウントし、そのクリック数を

保証する。1クリックあたりの広告料は75

円～90円で、申し込みは2000クリック保

証から。広告掲載サイトには、クリック数

に応じて1クリックあたり5円～10円が支

払われる。契約期間内に目標に達しなかっ

た場合は、期間を延長したり掲載サイト数

を増やしたりして対応する。それでも達し

なかった場合は、不足した回数分の広告料

を返金する仕組みになっている。

トランズパシフィックは掲載サイトに数

行のHTMLコードを送り、掲載ページに埋

め込んでもらう。広告データそのものはバ

リュークリックの専用サーバーに置いてロ

グを管理する。6時間以内に同一のIPアド

レスからアクセスがあった場合は「1人」と

してカウントされるので、故意にクリック

数を増やすなどの不正はできないようにな

っている。

広告を掲載するサイトには有名な個人ペ

ージなども多く含まれており、広告内容に

合ったサイトを選択して広告を掲載できる

としている。

なお、法に触れる内容やアダルト関連の

内容などが含まれていないかを確認するた

め、広告掲載を希望するサイトは事前に審

査を受ける必要がある。また、一定のクリ

ック数に達しないバナーについては、広告

主にデザインの変更を要請することもある

という。

問い合わせ●トランズパシフィック有限会社
TEL 03-3817-8989
j http://www.valueclick.ne.jp/

バナークリック率を保証するウェブ広告システム

トランズパシフィックが「バリュークリックジャパン」を開始

トランズパシフィックが、「バリュークリックジャパン」を4月1日より開始した。「バ

リュークリック」は、米国ウェブイグナイト社が開発したウェブ広告システム。今回、

日本で営業が開始されるにあたり、このシステムの仕組みを解説する。 編集部

広告バナーはバリュークリックのサーバーに置かれ、

ログを集中管理する

Service

Technology
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カシオは、4月28日に、デジタルカメラ

の新製品「QV-5000SX」を発売する。

QVシリーズで定評のコンパクトボディーと

操作性をそのままに、131万画素CCDを

採用したメガピクセルモデルとなっている。

1.8型HAST液晶を採用。シャッターを押

すと約0.1秒間隔で最大64コマを連写で

き、最長6.4秒の簡易動画として再生でき

るのが特徴。価格は85,000円。

問い合わせ●カシオ計算機㈱お客様相談室
TEL 03-5334-4828
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アンリツが低価格
ダイアルアップルーターの
新製品を発表

アンリツは、SOHO向け製品市場の本

格的参入第一弾となる低価格のDSU内蔵

ダイアルアップルーター「Surfin'boy 1/pro」

を発表した。この製品は、49,800円という

低価格にもかかわらず、WWWブラウザー

による設定、NATやDHCP機能など、主

要な機能はすべて備えている。10BASE-T

ポート4つ、S/T点2つ、アナログポート2

つを装備。PIAFSは6月中に対応予定。

問い合わせ●アンリツ㈱情報ネットワーク営業部
TEL 03-3473-7211
j http://www.anritsu.co.jp/news/980327.html

東芝情報システムが
V.90に対応可能な
56Kカードモデムを発売

東芝情報システムは、データ56Kbps、

FAX14.4Kbps対応のPCカードモデム

「PTJ-FDM56」を4月6日に発売した。こ

れは、ロックウェルおよびルーセント社が提

唱したK56Flexに対応した製品で、9月よ

り施行されるV.90にもファームウェアのア

ップデートで対応できる。自社プロバイダ

ー「infoPepper」スターターキットを添付

し、接続料が最大3か月無料になる優待も

付いている。

問い合わせ●東芝情報システム㈱情報システム商
品本部TEL 044-200-5620
j http://www.tjsys.co.jp/

米国アップルが
「QuickTime for Java」
を発表

VDOnet Japanが
インターネット電話
ソフトの日本語版を発売

ブイ・ディ・オーネットジャパンは、イ

ンターネットテレビ電話ソフトの「VDO

Phone Ver3.0 日本語Windows95版」を

3月31日に発売した。教育環境やサポート

ビジネス、一般家庭などインターネットや

イントラネットと幅広く利用できる。製品

はその帯域の違いで「インターネット版」

（28.8Kbps～64Kbps）と「プロフェッシ

ョナル版」（28.8Kbps～128Kbps）に分

かれている。

j http://www.vdo.co.jp/vdophone3/phonej3.
htm

米国アップルコンピュータ社は、デジタ

ルメディアパブリッシングの業界標準Quick

Timeの機能をJavaプラットフォームに導

入するデベロッパー向け「QuickTime for

Java」を3月24日に発表した。これを使

うと、デジタルビデオなどが利用できる

QuickTimeと互換性のあるプログラムを

Javaで書くことができるので、QuickTime

のグラフィックやサウンド、テキストや3D

などの機能をプラットフォームに関係なく

再現し、インタラクティブなソフトウェア

を作ることができるようになる。また、

QuickTime 3.0の圧縮機能で高品質なビ

デオムービーやオーディオの再生も可能に

なった。

j http://news.apple.co.jp/applenews/

Product カシオが
131万画素CCD搭載の
デジタルカメラを発売

Product マイクロ総合研究所が
SOHO向け
低価格ルーターを発売

Product

Product ProductProduct

V.90対応製品が徐々に出てきている VDOPhone Ver 3.0のメインスクリーン画面

A5サイズのスリムなボディーで縦置きもできる 8Mバイトのフラッシュメモリーを内蔵 ホームページで通信販売も行っている

マイクロ総合研究所は、すでにTAを使

用しているユーザー向けに、ハブ機能を持

った低価格ルーター「Net Genesis4」を4

月6日に発売した（オープン価格）。これは、

外付けモデムやTAを接続して使うもので、

LAN側に10BASE-Tポート4つ、WAN側

に460.8Kbps対応の高速シリアルポート

を2つ持っており、一度に数人がインター

ネットにアクセスできる。ウィンドウズ用。

問い合わせ●㈱マイクロ総合研究所
j http://www.mrl. co.jp/news/news.htm
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エプソンが
ネットワーク対応プリンタ
ーの新製品を発売

Product

エヌ・ティ・ティ・テレコムエンジニア

リング東京は、3月26日、廉価版のDSU

内蔵TA「MN128-mini」を発売した。

128KbpsのMP通信や、BOD機能に対

応。ナンバーディスプレイに対応のアナロ

グポートは2つ装備し、INSボイスワープや

疑似コールウェイティング、フレックスホ

ンに対応している。S/T点は1つ。オプシ

ョンで停電対応用のDCアダプターが用意

される予定。価格は23,800円。

問い合わせ●インフォメーションセンター
TEL 0120-128-023

NTT-TE東京が
低価格の
DSU内蔵TAを発売

Product ロータスがJavaベースの
アプリケーション
開発ツールを5月に発売

ウイニングラン・ソフトウェアは、マッ

キントッシュPCとウィンドウズPCをピ

ア・ツー・ピアでネットワークに接続でき

るソフト「DAVE Version 2.0 E（英語版）」

を4月17日に発売した。これを使って、マ

ッキントッシュにNetBIOSドライバーをイ

ンストールすることで、専用のサーバーを

経由することなしに、各OS間でファイル

やプリンターの共有が可能になる。価格は

22,800円。

問い合わせ●ウイニングラン・ソフトウェア㈱
TEL 03-3372-8440
j http://www.winningrun.co.jp/

ウイニングラン・ソフトウ
ェアがマッキントッシュ用
ネットワークソフトを発売

Product

エルミックシステムは、イーサネット用

LANアダプターと56Kモデムのコンビネー

ションPCカード「Surf 2 Surf COMBO56」

を4月3日より販売を開始した。これは、

10BASE-TのLAN機能をサポートしたほ

か、米国ロックウェル社のK56flex仕様に

対応している。56Kモデムの標準通信規格

V.90には、夏頃に無償でアップグレードさ

れる予定。価格は31,800円。

問い合わせ●㈱エルミックシステム営業マーケテ
ィング企画室TEL 044-210-5721
j http://www.elmic.co.jp/

エルミックシステムが
LAN＋56Kモデム
一体型PCカードを発売

プラネックスコミュニケーションズは、マ

ルチプロトコル対応の10BASE-T/100

BASE-TX自動認識プリントサーバー

「FP2-5DW-T」（写真）を5月上旬に発売

する。高速な100Mbpsと10Mbpsを自動

認識するほか、マルチプロトコルや全二重

方式に対応。パラレルポートをは2つとシ

リアルポートを1つ持ったプリンター外付け

タイプである。価格は48,000円。

問い合わせ●プラネックスコミュニケーションズ
㈱営業部TEL 0120-415-976

PCIが10/100BASE
自動認識
プリントサーバーを発売

ウィンドウズ95/NT4.0用のPCMCIA TypeⅡカード パラレルポート1つの「FP1-5DW-T」も発売される

エプソンは、SOHO市場向けのA4レー

ザープリンター「Esper LASER LP-1800」

を4月下旬に発売する。標準で150枚、最

大で650枚の大量給紙のほか、「ECPモー

ド」に対応したIEEE 1284規格準拠の双

方向パラレルインターフェイスを持つ。ネ

ットワークカードはオプション。本体価格

は79,800円。

問い合わせ●エプソンインフォメーションセンタ
ーTEL 0424-99-7133
j http://www.i-love-epson.co.jp/products/

本体寸法はW397×D463×H251（mm） 低価格だが、高性能のTA

Product

Product Product

プレゼンテーションにも有効なeSuite DevPackで作

られた画面

ロータスは、ウェブアプリケーション開

発者向け100％Pure Javaアプレット集

「eSuite DevPack R1.0」を5月12日に販

売を開始する。これは表計算やワープロ、

プレゼンテーションやデータアクセスなどの

Javaアプレットとユーティリティーや開発

者用マニュアルなどがセットになったもの。

価格は1サーバーあたり250,000円。

問い合わせ●ロータス㈱インフォメーションセン
ターTEL 03-5496-3111

日本語版アップグレードは無償で提供される予定
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マクニカは、10BASE-T/100BASE-TX

対応の小型プリントサーバー「LANpress

Direct」を5月18日に発売する。この製

品は外付け型だが、プリンターに直結する

タイプ。ウィンドウズNTやNetwareなど

を利用したサーバー経由での印刷のほか、

標準添付の印刷ドライバー「ポートモニタ

ー」により、ピア・ツー・ピア印刷も可能。

価格は58,000円（8月末までキャンペーン

価格49,800円）。

問い合わせ●㈱マクニカネットワーク事業部
TEL 045-939-6155

マクニカが
世界最小クラスの
プリントサーバーを発売

NTTは、インターネットを活用したさま

ざまなビジネス展開のために、的確で安い

トータルなシステムを販売している。これ

らのサービスに、新たにロータス社のグル

ープウェアを組み込んだ「まるちねっとデ

ビューⅤwith Notes」とリモートアクセス

環境を提供する「まるちねっとデビューⅥ」

を3月26日より発売を開始した。このサー

ビスでNTTはサーバー（デル・コンピュー

タ社製「PowerEdgeシリーズ」）のセッ

トアップからクライアントPC、ソフトウェ

アまでトータルに販売する。ユーザー側で

カスタマイズする必要がないため、導入後

すぐに利用できるのがメリットだ。価格は

前者が一式で約850,000円～、後者が約

180,000円～。

問い合わせ●日本電信電話㈱
TEL 0120-078-554

NTTがインターネット
ソリューションの
新サービスを販売開始

マイクロソフトは、4月14日、次世代

OS、「ウィンドウズ98英語版」を6月25

日に全世界で発売すると発表した。

ウィンドウズ98のベータテストでは、今

年に入ってからは、関係者やウェブサイト

で公募した全世界15万人ものユーザーが

ウィンドウズ98ベータ3バージョンを約3か

月にわたって試用していた。そして今回、

やっと英語製品版の発売予定日が発表に

なったというわけだ。さらに日本法人では、

はっきりとした日付は決まってないものの、

英語版発売から30日以内に日本語版を発

売する予定だという。

j http://www.microsoft.com/corpinfo/press/
1998/Apr98/98launpr.htm

j http://www.microsoft.com/japan/win98/
（日本のウィンドウズ98のページ）

フジテレビは、放送電波の隙間を使って

HTMLファイルを配信する地上波データ放

送サービスを6月1日から開始する。すで

にTBSで採用しているビットキャスト方式

により、テレビ番組と連動したコンテンツ

の放送が実現している。フジテレビでは、

まず手始めに現在平日の8時から放送して

いる「ポンキッキーズ」を運用し、連動コ

ンテンツとして歌の歌詞などを配信する。

j http://www.fujitv.co.jp/press/

マイクロソフトが
ウィンドウズ98英語版を
6月25日に発売

フジテレビが
地上波データ放送の本格
サービスを6月に開始

デジタル・マジック・ラボが
イントラネット文書ファイル
共有ソフトを発売

米国マクロメディアが
Macromedia Flash 3
を発表

米国マクロメディアは、4月14日にウェ

ブコンテンツ作成ツール「Macromedia

Flash 3」を発表した。Flash 3では、グラ

フィックの透明度を指定できる“アルファ

チャンネル効果”や、レイヤーポップアッ

プからレイヤーマスクを作成できる“マス

ク機能”が新たに追加された。

また、異なるグラフィックを滑らかにブ

レンドモーフィングできる“シェイプトゥイ

ーン”機能が追加されるなど、アニメーシ

ョン機能が大幅に強化されている。

なお、Flash 3で製作されたコンテンツ

は、同時に発表された「Shockwave

Flash Plugin version 3」でのみ再生可能。

価格は未定。

j http://www.macromedia.com/

Product Product Product

プリンターケーブル不要で、データ転送も速い APIを含んだプロフェッショナル版もある

Service Service

デジタル・マジック・ラボはネットワーク

上にある文書ファイルを収集して変換でき

るソフト「Net-It Central」を3月12日に発

売した。これにより、ワープロや表計算、画

像イメージデータなどさまざまなアプリケー

ションで作られたファイルを、共有可能な

データに変換してイントラネットに公開で

きるようになる。スタンダード版は750,000

円。プロフェッショナル版は985,000円。

問い合わせ●㈱デジタル・マジック・ラボ事業開
発部 TEL  03-5447-5837
j http://www.digital-magic.co.jp/

テレビとブラウザーが一緒になったビットキャストブラ

ウザー画面

Product
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World Wide Web Consortium（W3C）

は、4月9日にSynchronized Multimedia

Integration Language（SMIL「スマイル」）

をW3C勧告案として公開した。このSMIL

とは、XML 1.0を利用した記述言語で、動

画や音声、テキストなどの異なるメディア

を同期させるもので、SMILを使用すると

ウェブ上でそれらのメディア（音声やビデ

オ映像、文書など）が一体化したマルチメ

ディアプレゼンテーションとして実現でき

る。この勧告案（レビュー）に対して、今

後W3C会員による検討および投票が行わ

れ、正式に承認されると、初めてW3C勧

告となる。この投票期間中に技術的な問題

が発生すれば、そのつどワーキンググルプ

は結果をW3Cに報告することになる。

j http://www.w3.org/Consortium/Process/

上記のURLでサンプル版を公開、登録も可能 メールコンテンツ「N2K音楽情報」が表示されている

WebTV画面

INTERNET magazine 1998/6 371

毎日新聞社が
モバイル関連の
電子メールサービスを開始

ウェブ・ティービーが
メール配信サービスを
開始

ウェブ・ティービー・ネットワークスは、

WebTVサービス利用者に対し、電子メー

ル配信サービス「メールトレイン」を3月

末より開始した。サービスメニューは当初、

オリコンが提供する最新音楽ニュース「オ

リコンヒットチャート」やインプレス提供

の「MOVIE Watch for WebTV」など8種

類で、WebTVの特性を生かした家庭向け

娯楽コンテンツが無料で利用できる。

j http://www.webtv.co.jp/

マイクロソフトが
企業向けにソフトウェア
レンタルサービスを開始

マイクロソフトは、4月1日からオフィス

機器レンタル業者に対して、企業ユーザー

へマイクロソフト社製ソフトウェアを提供

するためのプログラムレンタルサービスを開

始した。これで、企業は、一定期間のソフ

トウェア開発や新入社員研修などでパソコ

ンを使う場合に、Microsoft Backofficeや

Microsoft Officeファミリー製品をパソコ

ンと一緒にレンタルできる。レンタル期間は

1か月および6か月を想定。対象は中堅・

中小企業で、急速な情報化社会に対応し

きれていない問題を解決する。ただし、レン

タルの際はあらかじめパソコンに必要なソ

フトをインストールしておいてCD-ROMの

不正コピーを防ぐというように、レンタルに

おける細かなガイドラインを決めている。

j http://www.microsoft.com/japan/info/
releases/0330rent.htm

ニフティサーブが
続々と新サービスを
開始

ニフティサーブは、総合オンライン情報

サービス「ニフティサーブ」のホームペー

ジ上で、3月20日よりオンラインカラオケ

サービス「ゆめカラ」を開始した。ホーム

ページよりダウンロードした曲データを、ウ

ィンドウズ版の専用ソフトを使ってパソコ

ン上で再生する。価格は1曲につき160円。

当初は約4,800曲で、毎月20曲程度追加

していく。また、4月1日にはホームページ

簡易作成サービス「サクサク作成君」が開

始され、会員は専用の「メンバーズホーム

ページ」でHTMLなどの知識がなくても簡

単に自分のホームページが持てる。価格は、

「従量コース」を使用の場合のみ、月

1,000円の追加料金が必要。

j http://www.nifty.ne.jp

W3Cが
SMIL勧告案を
公開

フォーディーコミュニケー
ションズがメールアドレス
検索サービスを開始

Service

毎日新聞社は、最新のモバイル関連情

報を提供する電子メール新聞「Mainichi

Daily Mail Mobile」を4月1日に創刊した。

毎日新聞社では1996年からインターネッ

ト情報を写真を交えてメールで送信するサ

ービス「Mainichi Daily Mail」を発行して

いる。近年の携帯電話、PHSの爆発的普

及でモバイルユーザーが急増したことから、

今回の「Mobile」版の発刊となった。

j http://dm.mainichi.co.jp/mobile/

ここでの検索サービスはすべて無料で利用できる

ServiceService

Service Service Service

フォーディーコミュニケーションズは、米

国WhoWhere？社の電子メールアドレス

検索サービスに日本語のインターフェイス

を付けて、4月1日よりウェブでのサービス

を開始した。この2社は、2月の業務提携

により事業を拡大している。「dddd（ヨン

デ）サービス」内に専用検索ページを設け

てWhoWhere？のデータベースを利用し

ている。これにより、世界中のメールアド

レス（1600万件以上）を検索できる。

j http://dddd.ne.jp
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ホテル予約の
「トラベルナウ・ジャパン」
米国法人が設立

95年の設立以来、世界のホテルをイン

ターネットでリアルタイムに予約できるサー

ビスを手がけてきた米トラベルナウ社が、日

本からのアクセスが多いことに目を付けて、

日本語サイトを検討した結果、岐阜県のス

イテックが日本語のサービス提供を申し出

た。それを受け、3月25日に米国法人の

「トラベルナウ・ジャパン」が設立された。

サービス内容は、世界中のホテルのイン

ターネットによる予約代行で、国際旅行代

理店協会のシステムを利用する。会費やサ

ービス利用料は特に必要とせず、収益源は

ホテルや旅行会社などのサプライヤーから

徴収する手数料となる。宿泊費の決済は通

常の宿泊と同様にホテルで行う。

j http://www.travelnowjapan.com/

インプレスが
一般ニュースを扱う
「JIJINEWSWatch」創刊

電通が
昨年のインターネット主要
サイトの広告費を発表

郵政省が「加入者系無線
アクセスシステム」の
技術的条件を発表

郵政省は、電気通信技術審議会から、

「加入者系無線アクセスシステムの技術的

条件」について答申を受けたと報告した。

これは、情報通信ネットワークのインフラ

である光ファイバー網を補完するうえで、

地域通信市場における競争の促進やマルチ

メディアアプリケーションの早期普及など

を目指すべく、設定された。法人事業所間

のアクセスだけでなく、一般家庭と電気通

信事業者との電気通信回線設備を接続し、

従来のNTTの有線に換えて、無線基地間

での通信を実現するためのものだ。細かな

周波数帯域や通信方式が制定されたこと

で、来年早々にも新システムによるサービ

スが始まる見込みである。

j http://www.mpt.go.jp/pressrelease/
japanese/new/980323j601.html

人材派遣会社のパソナは、3月24日に

第1回「在宅ワークセミナー」をパソナ広

尾ビルにて開催した。今回のセミナーは、

新サービス「ホームオフィスネットワーク」

の案内で、これは「個人の趣味や特技を生

かした新しい仕事のスタイルを確立する」

ことをテーマに、在宅ワークの可能性への

チャレンジと、その仕事の流通や在宅ワー

カーのステージアップをパソナが積極的に

支援し、サービスするものだ。

インプレスは、電子メール新聞読者層の

拡大に伴って、国内外の政治、経済、金

融に関する最新情報を電子メールで提供す

る「JIJI NEWS Watch」を4月15日に創

刊した。記事提供は時事通信社。配信は

祝日を除く毎週月曜から金曜までの夕方を

予定し、6月上旬までは無料で、その後は

有料化を見込んでいる（購読料は6か月で

3,000円を予定）。

j http://www.watch.impress.co.jp/ jijinews/
j http://www.ips.co.jp/（購読申し込み）

電通は、平成9年のインターネットウェブ

サイトにおける広告費（推定）を発表した。

これによると、昨年1年間の日本のイン

ターネット広告費は、掲載費および制作費

を合わせて約60億4,000万円で、前年の

約16億円に比べ、約4倍の伸びを示した。

平成9年のサンプル数は、423サイトへ

の依頼に対して回答は130で、平成8年の

回答数は165となっている。このことから

も1サイトあたりの平均売り上げが上昇し

ていることがわかる。昨年末（平成9年第

4四半期）からのインターネット広告費の

急速な伸びから予測すると、今年は90億

円を突破するのではないかと見られている。

j http://www.dentsu.co.jp/DHP/DOG/news/
eachnews/9807-0319.html

パソナの「ホームオフィスネットワーク」のページ

「ホームオフィスネットワーク」のサービ

スの1つ、「在宅ワークサービス」ではパソ

コンを使った在宅の仕事やその情報をホー

ムページを通して提供する。パソナの人材

派遣に登録しているスタッフはこのホーム

ページより在宅ワークの登録ができ、希望

職種や経験のほか、所持しているパソコン

やインターネット環境といったものをアンケ

ートフォームに入力する。このあとの基本

的なやりとりはメールで行うという。

パソナ側は企業の在宅ワークに対する理

解を求め、アメリカのように在宅ワーカー

の絶対数を増やしたい意向であった。今回

の試みで、女性の関心の強さが感じられ、

SOHOの別な一面を垣間見ることができ

た。

j http://www.pasonet.ne.jp/hon/

Report Report

Report パソナが
SOHO支援の
在宅ワークセミナーを開催

SOHO

Service

「JIJI NEWS Watch」のホームページ
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開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

海 外

※カレンダーの日程はあくまでも予定です。お出
かけの際は、問い合わせ先へお確かめください。

国 内

HP WORLD '98
jhttp://www2.nikkeibp.co.jp/event/

hp/hp98/

ヒューレット・パッカード社や関連するビジネ
スパートナーが最新ソリューションや新製品を
紹介する。

日本最大の事務・情報・通信についての展示
会。

最先端のネットワーク技術＆情報に関するアプ
リケーションとインフラの展示会。

「楽しさ満開、便利にあれこれ、ケーブルテレ
ビ」をテーマに、ケーブルテレビを利用した新
しいサービスや技術の展示会やシンポジウム。

東京でも開催される展示会で、「情報通信」、
「事務処理」、「情報処理」の3つの分野の活動
を支援する。

インターネットやLAN、WANなどのネットワ
ークについてのソフト、ハード、サービスに関
する展示会。「 COMPUTER GRAPHICS
OSAKA 98」と併催。

ウィンドウズ対応ハードウェア＆ソフトウェア
の展示会とコンファレンス。「Compu t e r
Telephony World Expo/Tokyo '98」と併催。

モバイルコンピューティングや携帯電話などに
関する展示会とセミナー。

Java関連製品を中心としたイントラネット/グ
ループウエアなどの企業情報システムや周辺機
器などの展示会。

ホームコンピューティングに関する展示会。パ
ソコンやインターネットが普及するなか、家族
で楽しむ新しいライフスタイルを展示する。ス
クールや相談コーナーなども用意。

ケーブル・テレビ技術、サービスに関する総合
展示会。

最先端のネットワーク技術＆情報に関するアプ
リケーションとインフラの展示会。

モバイルコンピューティングや携帯電話などに
関する展示会とセミナー。

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

池袋サンシャインシティ
東京都豊島区東池袋3-1

インテックス大阪
大阪府大阪市住之江区南港北1-5-102

マイドームおおさか
大阪府大阪市中央区本町橋2-5

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1

George World Congress Center
Atlanta, Georgia, USA

Las Vegas Convention Center
Las Vegas, Nevada ,USA

Korea Exhibition Center
Seoul, Korea

日経BP社

日経BP社HPワールド事務局

Tel. 03-5210-8287

問

主

（社）日本経営協会、東京商工会議所

日本経営協会ビジネスショウ事務局

Tel. 03-3403-8910

問

主

・ ソフトバンクフォーラム

Tel.03-5696-6553   Fax. 03-3689-5812

問主

（社）日本ケーブルテレビ連盟、（社）日本CATV

技術協会、ケーブルテレビ番組供給者協議会
CATV '98実行委員会事務局

Tel. 03-5551-9543

問

主

・ 日本能率協会関西地域本部

Tel. 06-261-7151

問主

IDGワールドエキスポジャパン

Windows World Expo/Tokyo '98統括事

務局

Tel. 03-5276-3751

問

主

・ SOFTBANK COMDEX Inc.,

Tel. +1-617-433-1500

問主

日本経済新聞社

日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847 Fax. 03-5255-2860

問

主

日本経済新聞社

日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847  Fax. 03-5255-2860

問

主

National Cable Television Association

Tel. +1-202-775-3606

Fax. +1-202-775-3692

問

SOFTBANK Forums

Tel. +1-415-525-0194

問

SOFTBANK COMDEX

Tel +1-781-433-1823

問

ビジネスシヨウ'98 TOKYO
jhttp://www.noma-businessshow.

or.jp/

NETWORLD＋INTEROP98 TOKYO
jhttp://www.sbforums.co.jp/

interop.htm

ケーブルテレビ'98
jhttp://www.catv.or.jp/

ビジネスシヨウ'98 OSAKA
jhttp://www.noma-businessshow.

or.jp/

NETWORK KANSAI 98
jhttp://www.jma.or.jp/

CONVENTION/cgnet98/

Windows World Expo/Tokyo '98
jhttp://www.idgexpo.com/

EXPO COMM WIRELESS JAPAN '98
jhttp://www.ejkrause.com/expocomm/

asia/japanwireless98.htm

JAVA COMPUTING EXPO '98 for
ENTERPRISE 
jhttp://www.nikkei.co.jp/events/jce/

ぱそまる'98
jhttp://www.nikkei.co.jp/events/

pasomaru/

Cable '98
jhttp://www.ncta.com/

NETWORLD+INTEROP 98 Las Vegas
jhttp://www.interop.com/

EXPO COMM WIRELESS KOREA 98
jhttp://www.comdex.com/

5月12日

6月3日

6月10日

6月23日

7月1日

7月8日

7月15日

7月24日

5月3日

5月4日

5月23日

5月19日

6月10日

5月14日

5月22日

6月5日

6月12日

6月12日

6月25日

7月4日

7月10日

7月17日

7月26日

5月6日

5月8日

5月26日

世界最大のコンピュータ＆ゲーム機などのエン
ターテインメントに関する展示会。

インターネットの総合展示会。

インターネット学会による国際会議。

マッキントッシュ関連のハードウェア、ソフト
ウェア、周辺機器などの展示会。

Webアプリケーションと企業のイントラネット
に関する展示会。

George World Congress Center
Atlanta, Georgia, USA

McCormick Place
Chicago, IL, USA

Palexpo
Geneva, Switzerland

World Trade Center&Bayside Expo
Center
Boston, MA, USA

Hynes Convention Center
Boston, MA, USA

IDG Expo Management

Tel. +1-781-440-2763

問

Mecklermedia Corporation

Tel. +1-203-226-6967

Fax. +1-203-226-6976

問

Internet Society

Tel. +1-703-648-9888

Fax. +1-703-648-9887

問

MHA Event Management

Tel. +1-781-551-9800
問

KINGBIRD Media Group 

Tel. +1-212-840-7280

Fax. +1-212-869-2110

問

E3（Electronic Entertainment Expo）
jhttp://www.idg.com/expos/

main.html 

Internet World Summer 98
jhttp://events.internet.com/

summer98/index.html

INET '98 : The Internet Summit
jhttp://www.isoc.org/inet98/

MACWORLD Expo
jhttp://www.idg.com/expos/main.

html

WebIT 98
jhttp://www.kingbird.com/webit98/

5月28日

7月13日

7月21日

8月4日

8月11日

5月30日

7月17日

7月24日

8月7日

8月13日

（社）日本経営協会、大阪商工会議所

日本経営協会関西本部ビジネスショウグ

ループ

Tel. 06-443-6093

問

主

開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

イベントカレンダー（1998年5月～8月）Event
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［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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